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１．事業概要

（１）　事業の現況

　①　給　水

人

人

千 ／ha

　②　施　設 　

％

　③　料　金

　④　組　織

（２）　これまでの主な経営健全化の取組

（３）　経営比較分析表を活用した現状分析

令和３年３月３１日現在　・・・・・　【別紙２】のとおり

【民間活用】
　・平成27年度に，「水道お客様センター」を民間委託で開設した。委託内容は，給水契約の変更等に関する各種の申込み受
付，水道メーターの検針，水道料金の問い合わせ対応業務である。
　・平成30年度に水道メータ管理業務（在庫管理，出庫及び返納，分解，伝票入力等），奥山浄水場夜間業務（一部）を民間委
託した。
【受水費の削減】
　・平成29年度から阪神水道企業団と各構成市(神戸市，尼崎市，西宮市，宝塚市，芦屋市）で検討し，分賦負担金制度につ
いて変動費と固定費に分ける2部制を令和2年度から導入することが決まった。加えて固定費も減少することが決定し芦屋市
で年間約2,500万円の削減が見込まれる。（受水費単価：61.96円 ⇒ 60.68円（変動費9.62円，固定費51.06円）)
【広域化】
　・平成27年度に，阪神水道企業団及びその構成4市で「阪神地域の水供給の最適化研究会」を立ち上げて，水質検査の共
同化や浄水事業の広域化等を検討した。その結果平成30年度から農薬類検査を兵庫県健康生活科学研究所から神戸市に
変更することで委託料を約280万円削減した。さらに令和3年度から神戸市への検査項目依頼を拡張している。
　・平成28年度に，「兵庫県水道事業のあり方懇話会」神戸・阪神南地域において，広域化について協議を始めている。
【企業債の繰上償還】
　・平成20年度に公的資金補償金免除繰上制度を利用し，利率6.2％の企業債約2000万円，利率6.3％の企業債約4000万円
を繰上げ償還した。
　・平成24年度に公的資金補償金免除繰上制度を利用し，利率5％の企業債約5800万円，利率5.2％の企業債約3000万円を
繰上げ償還した。
【その他】
　・これまで組織の効率化に取り組み，平成5年度51人の職員数が令和2年度には31人になった。

経営比較分析表　・・・・・　【別紙３】のとおり

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

【区分】口径別　【基本料金】基本水量付基本料金　【従量料金】段階別逓増料金
料金表　・・・・・【別紙１】のとおり

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

平成 18 年 4 月 1 日

施 設 能 力 50,937  ／日 施 設 利 用 率 56.32

水 源 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

施 設 数
浄水場設置数 2

管 路 延 長 252.583
千ｍ配水池設置数 10

芦屋市水道事業経営戦略

団 体 名 ： 芦屋市

事 業 名 ： 水道事業

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）

現 在 給 水 人 口 93,840

有 収 水 量 密 度 8.71

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～ 年度

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 13 年 4 月 1 日 計 画 給 水 人 口 98,600

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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２．将来の事業環境

（１）　給水人口の予測

（２）　水需要の予測

（３）　料金収入の見通し

・給水人口の減少や節水型機器の普及により，水需要は減少傾向にある。
・水需要の予測については，給水人口予測及び一人一日平均使用水量の予測を基に算出している。

・給水人口の減少や節水型機器の普及により，水需要は減少傾向にあるため，水道料金収入は減少すると見込んでいる。
・用途別水量実績から将来の年間有収水量を推計し，これに令和3年度予算の供給単価である169.91円/ を乗じて算出して
いる。

・第５次芦屋市総合戦略の将来推計人口の動向を踏まえ，給水人口が令和13年には約8万9千人に減少すると推計している。

（年度）

（年度）

（百万円）

（年度）

（人）
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（４）　施設の見通し

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）　： 【別紙５】・【別紙６】のとおり

目 標

・経常収支比率　106%以上

・料金回収率　99%以上

・水道料金の収納率　99%以上

【料金収入】
・給水人口予測，1人1日有収水量などから年間総有収水量を算出し，これに令和3年度予算の供給単価である169..91円/ 
を乗じて算出している。
【企業債】
・工事請負費は年平均3.5億円としている。将来における公平性の負担や水道事業の資金需要を考慮しながら，工事請負費
の80％を企業債の借入額とし，企業債残高対給水収益比率を類似団体平均の約300％を目途とする。
【その他の収益】
・水道事業の資金需要や社会経済情勢に注視しつつ，資産運用のため有価証券を購入し，10年のラダー型の完成を目指す。
その後は満期償還金と同等額の有価証券を購入し，利息の確保を行う。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標
・有収率　96%

・基幹管路耐震適合率　75%

投資・財政計画に基づき，施設・設備・管路の更新等を進めていく。
【管路及び水道施設】
　・年平均3.5億円の財源を基に，3km程度の老朽化管路更新や水道施設の設備更新及び耐震化を検討し進める。
　・耐久性・耐震性のある管路を使用して管路の更新を促進する。

【浄水場，配水池，調整池】
　・将来的に給水人口が減少し水需要が減るなかで，水道施設のダウンサイジング等を検討し実施する。奥山浄水場につい
ては，大規模修繕工事等が必要となる段階までに運転管理の業務委託を進め，将来的な施設のあり方を検討する。

②　収支計画のうち財源についての説明

「芦屋市水道ビジョン」に掲げている以下の経営理念を念頭に，将来にわたって安心・安全でおいしい水を供給し続けるため
に，事業経営に努めていく。

【経営理念】
　「安全・強靭」，「持続」ある水道を目指し，より豊かで「環境」に配慮した快適な社会の創造に貢献していきます。
　また，開かれた水道事業を目指し「情報公開」をより一層推進していきます。

・現行の経営戦略の投資・財政計画に基づき，施設・設備・管路の更新等を進めていく。

【施設・設備】
・施設ごとに重要度，耐震性，耐用年数，バックアップ対策，給水継続性，復旧が困難な施設かどうか，二次災害の恐れはな
いか等を踏まえた方針を設定し整備する。

【管路】
・管路更新にあたっては，ＡＩを活用しながら重要度や老朽度により優先順位を決め，更新していく。

・現在まで，業務見直しや各種業務の民間活用等により組織効率化に努めてきた。その中で，今後も安心・安全な水を持続的
に供給するためには，水道事業に携わる職員の技術向上及び技術継承が必要となる。そのため，引き続き技術部門，事務部
門の意識改革・能力開発を行うとともに，退職者や再任用の終了に伴う業務の民間委託等による職員配置の適正化に努め
ていく。

・　職員数
令和３年度　30人　→　令和13年度　24人

（５）　組織の見通し
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

　①　投資について検討状況等

　②　財源について検討状況等

そ の 他 の 取 組 ・未利用地の売却処分又は有効活用を検討する。

繰 入 金
・総務省が示す地方公営企業繰出金の基準に基づき，市財政課と協議のうえ，一
般会計からの繰出金を繰り入れる。

広 域 化

・阪神水道企業団及び構成市で組織する「阪神地域の水供給の最適化研究会」
で，水質検査の共同利用や広域化について引き続き検討する。
・「兵庫県水道事業のあり方懇話会」において神戸・阪神南地域で広域連携につい
て協議する。

そ の 他 の 取 組 ・【別紙４】芦屋市水道ビジョン　施策体系図のとおり。

料 金
・水道事業の健全経営を進めている中で，今回の経営戦略策定期間では直ちに
料金改定の必要はないと考える。しかしながら，将来に備えて，人口減少や水需
要減少の影響を考慮しつつ，料金体系のあり方を研究していく。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

・老朽配水管の更新に際しては，スペックダウンを含めて水理的に適切な口径に
なるかどうかを検討し実施する。

施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等 の
投 資 の 平 準 化

・定期的な点検・修繕を行うことで，耐用年数以上の期間で安定的に使用できるよ
う，ライフサイクルコストを踏まえて長寿命化を図る。

企 業 債
・収支計画を踏まえ，企業債の元金据置期間（3年～5年）を適用せず，初年度から
元金償還を行うことで，利息負担の軽減や単年度の償還額の軽減を図る。
・資金需要を勘案しながら借入抑制について検討していく。

民間の資金・ ノ ウ ハウ 等の活用
（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

・当分の間，施設建替え計画はないため，PFI・DBOは検討していないが，近隣団
体や同規模団体等の動向を注視し，引き続き調査していく。

【委託料】
・今後，奥山浄水場の運転業務委託を進めることにより，段階的に増加を見込んでいる。令和14年以降は定額としている。
【動力費・薬品費】
・水量の減少に伴い動力費や薬品費の減少を見込んでいる。
【給料手当等】
・奥山浄水場の委託化を進めるため，8名分の給与手当等を退職と共に段階的に減少させている。令和14年以降は定額とし
ている。
【受水費】
・阪神水道企業団からの受水量が減少し，受水費については2部制を導入していることから，その影響により変動費部分につ
いて，減少を見込んでいる。
【その他経費】
・令和3年度予算を参考に見込んでいる。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

・今計画では，将来的に給水人口の減少がみられる為，浄水施設や調整池等のダ
ウンサイジングの必要性を検討する予定である。
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　③　投資以外の経費についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証，更新等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 ，
更 新 等 に 関 す る 事 項

・原則５年ごとに水道ビジョン及び経営戦略の見直しを行う。

動 力 費
・経費削減と電力の安定供給の両面から，入札・長期継続契約による電力の調達
について研究する。

職 員 給 与 費
・定年退職による人員数減少については，欠員不補充を原則とし，民間委託等に
よって業務を補うなどにより，効率的な経営を行うことで職員給与費の削減を見込
んでいる。

そ の 他 の 取 組 ・路面復旧などの工事費について他課との調整を行い，経費節減に取り組む。

委 託 料 ・民間企業でできるものは，民間委託を検討する。

受 水 費 ・阪神水道企業団の分賦負担金制度について構成市と共に検討する。
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【別紙１】　

（円，税込）

メーター 基本料金

1～ 21～ 41～ 61～ 81～ 101～ 201 

20 40 60 80 100 200 ～

13mm 1,980

20mm 2,486

25mm 3,300

40mm 5,588

50mm 11,660

75mm 24,640

100mm 46,860

150mm 127,160

公衆浴場

臨時用

297 330

154

572

従量料金（ 当たり）

242 264

（2か月）口径

基本料金
に含む

154

154 198
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【別紙２】

技術職 11名 20代 3名
水道技術職 11名 30代 9名
事務職 9名 40代 4名
合計 31名 50代 7名

60代 8名
合計 31名

○組織図 事務職３人

事務職１人
課長1人(事務職）

技術職２人
事務職１人
技術職１人

部長１人(技術職） 課長1人(事務職） 水道技術職１人
事務職１人

技術職５人

技術職１人
課長1人(技術職） 水道技術職３人

水道技術職７人
事務職１人

※この他，会計年度任用職員３名（管理係１名，業務係1名，料金担当1名）

○各課業務内容

水道事業職員数 年齢構成

水道管理課長
管理係

財務担当

業務係

料金担当

水道業務課長

水道工務課長

管理者の権限を行う市長 上下水道部長

維持係

【令和３年３月３１日現在】

給水担当

施設係

浄水係

水道管理課 管理係

財務担当

業務係

給水担当

料金担当

施設係

維持係

浄水係

水道業務課

水道工務課

事務の管理，職員の人事・給与・労務，公聴広報，各関係機関

との調整，事業計画，財政計画，資金計画，経営分析，料金制

度，予算，決算，資金物品調達，工事契約，車両管理等

使用水量の計量・認定，開閉栓の執行，給水装置の申請受付・

指導，量水器・貯水槽水道等の管理，水道料金等の調定，収納

の確認，還付・充当，清算，滞納徴収等

水源開発，水道事業の計画，送配水管の整備計画，新設・改良

等の設計・施工等

漏水・故障修繕，送配水管・給水装置の維持管理，応急給水等

水源管理・集水地帯の保全，水質検査，浄水場の維持管理等
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【別紙３】　

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

全体総括

　本市においても人口減少に伴う水需要の減少が見
込まれることから，引き続き計画的かつ効率的に老
朽施設等の更新を行い，経営の効率化を図りつつ健
全な経営に努めていく。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①（経常収支比率）が安定して100％を超えている
ことから，老朽管の更新や業務の見直し，類似団体
と同等の職員数を目指す組織の見直し等の経費削減
の効果が表れている結果となっている。併せて，⑤
（料金回収率）も昨年度に引き続き100％を超えて
おり，水道事業の独立採算制を堅持できているとい
える。
　一方で，④（企業債残高対給水収益比率）は，類
似団体と比してやや低く推移しているものの，増加
基調にあるため，起債発行の基準等も含めて検討す
る必要があると考えられる。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 老朽化の状況について

　①（有形固定資産減価償却率）は類似団体より若
干低いものの，②（管路経年化率）は類似団体より
高く，これは，高度経済成長期に集中して投資した
管路・施設が更新時期を迎えていることに起因する
ものと考えられる。また，令和元年度は③（管路更
新率）が類似団体と比して低くなったが，今後も優
先順位を決め，計画的に管路更新を行っていく。
　引き続き，計画的に管路更新をし，更新に際して
は，耐震性・耐久性に優れた管路を使用し，管路経
年化率の改善を図っていく。

2. 老朽化の状況

－

- 60.01 100.00 2,530 94,177 11.93 7,894.13 【】

18.47 5,185.44 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 95,775

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　芦屋市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.51 0.85 1.26 1.17 0.50

平均値 0.71 0.71 0.75 0.63 0.63

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 106.14 107.32 109.23 108.71 107.80

平均値 112.69 113.16 112.15 111.44 111.17

41.00

42.00

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 43.85 45.02 46.21 46.78 47.96

平均値 46.27 46.88 46.94 47.62 48.55

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 29.62 29.18 29.06 29.15 33.34

平均値 10.93 13.39 14.48 16.27 17.11

①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.54 0.68 1.00 1.03 0.78

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 210.10 296.30 239.35 229.36 298.23

平均値 346.59 357.82 355.50 349.83 360.86

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 259.35 270.84 269.96 280.17 285.70

平均値 312.03 307.46 312.58 314.87 309.28

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 95.36 97.68 98.94 100.78 100.69

平均値 105.71 106.01 104.57 103.54 103.32

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 175.53 171.66 170.19 169.38 168.75

平均値 162.15 162.24 165.47 167.46 168.56

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

60.00

61.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 54.58 55.26 55.38 57.49 55.76

平均値 59.34 59.11 59.74 59.46 59.51

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 96.96 96.09 96.39 95.03 96.82

平均値 87.74 87.91 87.28 87.41 87.08

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】
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【別紙４】

【経営理念】

【持続ある水道①】
  (1) 業務改善・効率化の推進

  (2) 計画的経営の実践の検討

 持続ある水道   (3) 阪神水道受水のあり方の検討

  (4) 料金体系のあり方の研究

　(5) 費用の抑制

【持続ある水道②】

　(1) 民間活用の推進

　(2) 先進技術に関する調査・研究

【持続ある水道③】

　(1) 職員の資質向上

【持続ある水道④】

  (1) 広域的連携の推進

【安全・強靭な水道①】

  (1) アセットマネジメントの実践
 

【安全・強靭な水道②】
  (1) 老朽管等の耐震化

安全・強靭な水道 【安全・強靭な水道③】
  (1) 危機管理マニュアル・体制の整備

  (2) バックアップ機能の充実

  (3) 訓練等の実施

【安全・強靭な水道④】
  (1) 水質管理の徹底

  (2) 貯水槽水道への指導

【環境配慮・情報公開①】
  (1) 省エネルギーの取組

  (2) 「芦屋市環境マネジメントシステム」の遵守

環境への配慮と情報公開 【環境配慮・情報公開②】
  (1) 広報活動の充実

  (2) 公聴活動の充実

芦屋市水道ビジョン　施策体系図

基本方針 基本目標 実現方策

「安全・強靭」,「持続」ある水道を目指し，より豊かで「環境」に配慮した快適な社会の創造に貢献してい
きます。
 また，開かれた水道事業を目指し「情報公開」をより一層推進していきます。

持　続 経営基盤の強化

 財政の健全化を図るとともに、効率的な
水道事業を目指す。

 蛇口から飲めるという水道文化を継承
し、水道技術に携わる人材の確保及び育成す
ることで持続性ある経営体制を目指す。

業務の効率化

職員の資質向上

広域的連携の推進

安　全 資産管理の最適化

強　靭
水道施設整備の推進

 災害に強い水道施設の構築を目指す。
災害対策の充実

 安定した水質を確保し、安心・安全でお
いしい水の供給を目指す。

安心・安全でおいしい水の供給

環　境 環境に配慮した水道経営

情報公開

 地形を活用した配水や再資源化によっ
て、自然環境に配慮した水道経営を目指す。

コミュニケーションの充実

  

 水道利用者とのコミュニケーションの充
実を図り、信頼される水道経営を目指す。
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【別紙5】
（単位：千円，％）

令和2年度 令和3年度

区      分
１． (A) 1,485,078 1,920,646 1,883,100 1,878,800 1,867,200 1,860,300 1,853,600 1,851,500 1,840,600 1,829,900 1,819,100 1,812,900

(1) 1,406,774 1,713,882 1,676,300 1,672,000 1,660,400 1,653,500 1,646,800 1,644,700 1,633,800 1,623,100 1,612,300 1,606,100
(2) (B) 25,717 155,616 155,600 155,600 155,600 155,600 155,600 155,600 155,600 155,600 155,600 155,600
(3) 52,587 51,148 51,200 51,200 51,200 51,200 51,200 51,200 51,200 51,200 51,200 51,200

２． 169,044 215,068 174,095 155,795 148,595 148,495 148,495 148,195 147,495 147,295 147,095 146,995
(1) 6,699 24,508 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595

6,699 24,508 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2) 127,906 127,902 103,800 85,500 78,300 78,200 78,200 77,900 77,200 77,000 76,800 76,700
(3) 34,439 62,658 62,700 62,700 62,700 62,700 62,700 62,700 62,700 62,700 62,700 62,700

(C) 1,654,122 2,135,714 2,057,195 2,034,595 2,015,795 2,008,795 2,002,095 1,999,695 1,988,095 1,977,195 1,966,195 1,959,895
１． 1,745,846 2,086,868 1,879,460 1,857,560 1,844,860 1,833,200 1,817,400 1,799,150 1,794,750 1,796,050 1,793,150 1,794,060

(1) 246,573 271,688 251,860 240,160 233,260 222,700 215,800 203,750 196,850 196,850 189,950 188,660
115,740 125,534 113,740 107,940 104,140 98,600 94,800 88,910 85,110 85,110 81,310 80,840
10,128 21,559 26,800 26,800 26,800 26,800 26,800 26,800 26,800 26,800 26,800 26,800

120,705 124,595 111,320 105,420 102,320 97,300 94,200 88,040 84,940 84,940 81,840 81,020
(2) 1,073,769 1,374,807 1,217,500 1,220,400 1,220,400 1,222,300 1,224,200 1,228,000 1,228,300 1,224,300 1,224,700 1,222,400

9,130 10,000 10,000 10,000 9,900 9,900 9,800 9,800 9,700 9,700 9,600 9,600
59,161 105,282 49,800 49,800 49,800 49,800 49,800 49,800 49,800 49,800 49,800 49,800

973 1,455 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
1,004,505 1,258,070 1,156,200 1,159,100 1,159,200 1,161,100 1,163,100 1,166,900 1,167,300 1,163,300 1,163,800 1,161,500

(3) 425,504 440,373 410,100 397,000 391,200 388,200 377,400 367,400 369,600 374,900 378,500 383,000
２． 63,239 72,621 74,600 74,000 73,300 72,300 71,300 70,200 69,100 68,100 67,000 66,200

(1) 62,710 63,530 65,500 64,900 64,200 63,200 62,200 61,100 60,000 59,000 57,900 57,100
(2) 529 9,091 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100

(D) 1,809,085 2,159,489 1,954,060 1,931,560 1,918,160 1,905,500 1,888,700 1,869,350 1,863,850 1,864,150 1,860,150 1,860,260
(E) △ 154,963 △ 23,775 103,135 103,035 97,635 103,295 113,395 130,345 124,245 113,045 106,045 99,635
(F) 119,518 119,099 119,100 119,100 119,100 119,100 100 100 100 100 100 100
(G) 12,554 11,994 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000
(H) 106,964 107,105 107,100 107,100 107,100 107,100 △ 11,900 △ 11,900 △ 11,900 △ 11,900 △ 11,900 △ 11,900

△ 47,999 83,330 210,235 210,135 204,735 210,395 101,495 118,445 112,345 101,145 94,145 87,735
(I) △ 47,999 83,330 210,235 210,135 204,735 210,395 101,495 118,445 112,345 101,145 94,145 87,735
(J) 1,815,824 1,507,180 1,403,014 1,383,277 1,247,348 1,103,767 965,094 926,355 889,364 844,981 807,594 764,081

61,339 99,755 78,136 77,964 77,500 77,224 76,956 76,872 76,436 76,008 75,576 75,328
(K) 744,314 518,496 470,636 481,866 493,386 503,503 497,603 504,636 498,951 500,401 489,821 494,101

265,735 305,413 288,000 299,700 311,600 322,200 316,600 324,100 318,800 320,500 310,300 314,800
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

389,395 136,704 103,948 103,478 103,098 102,615 102,315 101,848 101,463 101,213 100,833 100,613
( I )

(A)-(B)

(L)

(M) 1,459,361 1,765,030 1,727,500 1,723,200 1,711,600 1,704,700 1,698,000 1,695,900 1,685,000 1,674,300 1,663,500 1,657,300

(N)

(O)

(P)

令和13年度

様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

年     度
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

（決算）
令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

(決算見込)

収

益

的

収

支

収

益

的

収

入

営 業 収 益
料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

営 業 外 収 益
補 助 金

他 会 計 補 助 金

減 価 償 却 費

そ の 他 補 助 金
⾧ 期 前 受 金 戻 入
そ の 他
収 入 計

営 業 費 用

支 払 利 息
そ の 他
支 出 計

経 常 損 益 (C)-(D)

収

益

的

支

出

動 力 費
修 繕 費
材 料 費
そ の 他

営 業 外 費 用

職 員 給 与 費
基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費

う ち 一 時 借 入 金

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)
当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金
流 動 負 債

う ち 建 設 改 良 費 分

う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

地 方 財 政 法 施 行 令 第 15 条 第 １ 項 に よ り 算 定 し た

資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 ʷ 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)

健 全 化 法 第 22 条 に よ り 算 定 し た

資 金 不 足 比 率
(（N）/（P）×100)

地 方 財 政 法 に よ る

資 金 不 足 の 比 率
(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た

資 金 の 不 足 額
健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る

解 消 可 能 資 金 不 足 額
健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た

事 業 の 規 模



【別紙6】

（単位：千円）

年     度 令和2年度 令和3年度

区     分
１． 374,800 668,500 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000 280,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
３． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４． 51,696 85,852 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
５． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
６． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
７． 1,011 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
８． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
９． 126,646 27,166 26,700 126,700 26,700 26,700 26,700 126,700 126,700 126,700 126,700 126,700

(A) 554,153 781,518 306,700 406,700 306,700 306,700 306,700 406,700 406,700 406,700 406,700 406,700

(B) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(C) 554,153 781,518 306,700 406,700 306,700 306,700 306,700 406,700 406,700 406,700 406,700 406,700
１． 491,102 753,464 391,100 391,100 391,100 391,100 391,100 391,100 391,100 391,100 391,100 391,100

36,392 48,780 41,100 41,100 41,100 41,100 41,100 41,100 41,100 41,100 41,100 41,100
２． 232,562 275,343 288,000 299,700 311,600 322,200 316,600 324,100 318,800 320,500 310,300 314,800
３． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
５． 251,509 285,439 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000

(D) 975,173 1,314,246 829,100 840,800 852,700 863,300 857,700 865,200 859,900 861,600 851,400 855,900

(E) 421,020 532,728 522,400 434,100 546,000 556,600 551,000 458,500 453,200 454,900 444,700 449,200

１． 249,599 395,801 516,535 521,635 517,635 520,395 400,695 407,945 404,745 399,045 395,845 394,035
２． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
３． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４． 171,421 136,927 5,865 0 28,365 36,205 150,305 50,555 48,455 55,855 48,855 55,165

(F) 421,020 532,728 522,400 521,635 546,000 556,600 551,000 458,500 453,200 454,900 444,700 449,200
0 0 0 △ 87,535 0 0 0 0 0 0 0 0

(G) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(H) 5,028,116 5,421,273 5,413,273 5,393,573 5,361,973 5,319,773 5,283,173 5,239,073 5,200,273 5,159,773 5,129,473 5,094,673

○他会計繰入金 （単位：千円）
年     度 令和2年度 令和3年度

区     分
6,699 24,508 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595
6,699 24,508 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
51,696 85,852 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
51,696 85,852 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
58,395 110,360 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595 7,595

令和13年度

様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
（決算） (決算見込)

令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

資

本

的

収

支

資

本

的

収

入

企 業 債
う ち 資 本 費 平 準 化 債
他 会 計 出 資 金
他 会 計 補 助 金
他 会 計 負 担 金
他 会 計 借 入 金
国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金
固 定 資 産 売 却 代 金
工 事 負 担 金
そ の 他

計
(A)のうち翌年度へ繰り越される支出

の財源充当額
純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費
う ち 職 員 給 与 費
企 業 債 償 還 金
他 会 計 ⾧ 期 借 入 返 還 金
他 会 計 へ の 支 出 金
そ の 他

計
資本的収入額が資本的支出額に不足する額

(D)-(C)

補

 

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金
利 益 剰 余 金 処 分 額
繰 越 工 事 資 金
そ の 他

計
補  財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高
企 業 債 残 高

令和4年度

う ち 基 準 内 繰 入 金

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度令和5年度 令和12年度 令和13年度
（決算） (決算見込)

収 益 的 収 支 分

令和10年度 令和11年度

う ち 基 準 外 繰 入 金
資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金
う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計


